
    ベターリビングとして取り組む住宅部品関連業務の中長期戦略ロードマップ ver.2024

　 2020年10月、我が国は　『2050年カーボンニュートラル(CN)』　を宣言。　気候変動への対策が必須の国家戦略となり、CNへの対応の成否が企業の競争力に直結する時代となった。さらに、エネルギーのCN化を起点とした、国主導の「グリーン

　成長戦略：グリーントランスフォーメーション(GX)」による産業構造の転換が求められており、家庭、業務、運輸各部門において、災害時のレジリエンス等を踏まえた現実的かつ段階的なGXについて議論が始まっている。

　 当財団では2021年4月、国連が提唱するSDGsの目標を踏まえ、BL-bs部品の 「社会に貢献するテーマ」 について新たな社会的要請を加えて再構成を実施したが、急激に進むCNやGX化への対応を図るため、BL-bs部品制度の基準整備および

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

環境にやさしい
生活への寄与　*1

安心・安全な生活への
寄与

新たな社会的要請へ
の対応

2024年1月16日

　普及方策をコアとした住宅部品関連業務をはじめとし、CNやGXを意識したベターリビングとして取り組む中長期のアクションプランを策定し、関係者間での共有を図り、連携して戦略的に取り組んでいく。　特に、グリーンエネルギー供給に相応する

　機器普及等、今後の道筋が明示され、緊急度が高い分野については、深堀した具体的なアクションプランを策定し、実施していく。

　　　　　　　　　～2030年 　　　　　　　　　～2040年 　　　　　　　　　～2050年

*1 BL-bs部品が社会に貢献するテーマ

（１）環境にやさしい生活への寄与 ①環境の保全に寄与する特長 ②優良な住宅ストックの形成・活用に寄与する特長

（２）安心安全な生活への寄与 ③高齢者・障害者を含む誰もが安心して生活できる社会の実現に寄与する特長 ④防犯性の向上に寄与する特長 ⑤健康的な生活の実現に寄与する特長 ⑥防災、減災に寄与する特長

（３）新たな社会的要請への対応 ⑦家事及び労働の負担軽減に寄与する特長 ⑧その他よりよい社会の実現に資する特長

*2 R5年度から取り組むアクションプラン

CNに向けて経時的に水準値が高まる省エネ規制の強化･進展に対応するBL-bs基準の検討･整備、在来ガスから

グリーンガスへの転換を見据えた給湯機ポジション確保のためのCN化誘導策の検討･支援

エネルギーの高効率利用に資する住宅部品、住まいと暮らしのCN化に資する住宅部品、循環利用に資する材料を使用した住宅部品、木材活用の普及･拡大に対応する住宅部品の検討･基準化の推進

省エネ性能表示、環境性能表示・CPの活用･ビジネスモデル等の動向注視と対応検討

規制水準引上げ、再エネ最適利用に相

応する機器等の普及推進

住まいと暮らしのCN化に資するBL-bs部品のデファクト化

再エネ主力化と連動したグリーンエネルギー供給に相応する

BL-bs高効率給湯機のデファクト化

コロナ禍や人生100年時代を契機とする多様な生活スタイル、新たな住まい方･働き方、家事負担の軽減、感染症対策、

花粉症対策等のニーズに対応し、今後のスタンダードとなる住宅部品について検討･基準化の推進 DX化、遠隔･非接触化に対応する住宅部品の検討

頻発・激甚化する災害時にも居住継続が可能、安心・安全なレジリエンス機能の向上に資する住宅部品や生活のインフラ

を構成する設備･システム、ならびに健康で快適な暮らしの実現に資する住宅部品・機器の検討･基準化の推進

SDGs目標を拠り所とした、優良な住宅部品認定の枠組み再構築による「BL-bs部品」の普及拡大
※BL-bs部品の基準整備や普及方策・情報発信の検討と実施

BELS評価＋省エネ･レジリエンス適判等新たな

住宅性能評価の動向注視と対応検討

A.住まいと暮らしのCN化への対応

グリーンエネルギー供給に相応する機器等の普及

多様な生活スタイルへの対応、良質な生活環境の実現に資する

BL-bs部品のデファクト化

C.多様な住まい方・良質な生活環境の実現

レジリエントで安心・安全な生活に資するBL-bs部品・システムのデ

ファクト化

B.レジリエントで安心・安全な生活の実現

★中長期戦略の位置付け
2024新中期計画へ「住宅部品関連業務の中長期戦略」として明示、

KPIの設定（BL-bs部品の新規開発1件/年目途）

★GOAL
BL部品GX化達成による、2050年カーボンニュートラル、

かつ快適な暮らし実現への貢献

2025年、新築住宅/建築物の

省エネ基準適合義務化

2050年、住宅/建築物のストック平均で

ZEH/ZEB基準適合化

2030年、NDC46%削減達成、再エネ主力電源化

(36-38%)、水素･アンモニア利用1%

緑字：2050CNに伴うグリーン成長戦略(2020)

橙字：第6次エネルギー基本計画(2021)

青字：新たな住生活基本計画(2021)

【関係国策の指標凡例】 黄字：脱炭素社会に向けた住宅･建築物における省エネ

対策等のあり方･進め方に関するロードマップ(2021) 2050年、カーボンニュートラル(CN)実現
2030年、住宅性能情報表示住宅の既存住宅

流通（15⇒50％）

機器・建材トップランナー基準見直し・強化

木材活用、木造建築物の普及・拡大

脱プラスティック、次世代建材の普及・拡大

2030年、耐震性を有しない住宅ストック解消

2025年、「新たな日常」やDX進展等に対応した

新しい住まい方の実現（大手住宅事業者100%）
AI・Iot等を活用した安全・便利・経済的な暮らしの実現

高性能住宅普及による消費者が負担する光熱費の大幅な低減、

ヒートショック防止による健康リスクの低減

2030年、一定の断熱性能を有し遮音対策が

講じられた民間賃貸住宅の割合（1割⇒2割）

2030年、新築住宅/建築物の

ZEH/ZEB基準適合化

(新築戸建住宅の6割PV導入)

2040年、合成メタン商用化･導入拡大による

エネルギー供給インフラの活用・CNの推進

観測・実況指標として浴室暖房乾燥機の使用

率が盛り込まれた(H30で23%）

★LCCO2の見える化に関わるCFPやEPDに対応した住宅部品実現について

アクションプランの検討・実施 *2

★建材・住宅設備の施工省力化への対応に資するアクションプラン検討･実施 *2

★人生100年対応住宅部品研究会の実施と成果の活用推進


